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ゲイリーC. K. ホァン氏 　濱野　英美氏(大宮シティ) 第７５０回例会　　No.１２

　　　例会日；毎週火曜日　19：30～20：30　　　例会場；G-Five２階会議室

［開会］ 

［開会点鐘］ 

［国歌・ロータリーソング斉唱］ 

君が代・奉仕の理想 

［ロータリーの目的唱和］  

［四つのテスト唱和］  

［ビジター紹介］  

本日のお客様は 

米山記念奨学生  

ズンドォウ アルタンズルさん 

 

 

 

［結婚月・誕生月のお祝い］ 

10月結婚月のお祝い・・・印田博秀会員、金子卓司会員、

野城藤雄会員 

   

 

 

 

 

 

 

10 月誕生月のお祝い・・印田博秀会員、井上 亮会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

［会長挨拶］石橋 久充会長 

先週は第７グループゴルフコンペで 

29 日月曜日に振替えでした。 

早朝からお手伝いされた皆さん、 

プレイされた皆さんお疲れ様でした。 

好天に恵まれ盛会でした。また、夜は親睦例会に４名の

ゲストが参加してとても賑やかでした。すぐ入会に繋が

るか分かりませんが、これからも親睦例会に入会見込者

をドンドン誘って仲良くなっていければいいと思います。

皆さんも入会候補者を誘って下さい。 

今月は米山月間と職業奉仕月間となっていますので、今

日は長谷川職業奉仕委員長に卓話して貰います。今日

もよろしくお願いします。 

 

[幹事報告] 大橋 秀樹幹事 

☆RYLA 研修セミナー 

 2015.４月４・５・６日岩手県宮古市 

☆地区大会ゴルフ中止のお詫び 

☆クラブ研修リーダーセミナー  

１０月２４日(金）イオンレイクタウン 

☆広島土砂災害義捐金お礼 

☆米山月間資料 

☆米山功労者第５回マルチプル池田岩夫会員 

 

[米山記念奨学会より記念品授与] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［本日の例会］ 

[内部卓話] 長谷川良則会員 

テーマ「企業存続こそ職業奉仕」 

皆様、こんばんは。本日は職業奉仕 

月間ということでテーマに沿って話を 

させて頂きます。よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、(株)幸手中央ＲＣの損益計算と資金収支計算の表

をご覧ください。 

その表に沿って、話を進めてまいります。 

 

損益計算書から年間損益分岐点を計算してみましょう。 

 

前頁の年間合計額から、費用全体を固定費と変動費に

区分する。 

 

固定費・・売上高の増減に関係なく、経常的に支出される

費用です。 

具体的には、前頁の人件費、賃借料、保険料、

減価償却費、その他の固定費が該当します。 

 

変動費・・売上高の増減に関係して、増減する費用です。 

具体的には、前頁の売上原価、交際費、旅費

交通費、通信費、広告宣伝費、その他の変動

費が該当します。 

 

具体的計算 

固定費・・21,830＋4,200＋1,440＋2,400＋1,800＝31,670 

 

変動費・・93,762＋3,009＋623＋923＋1,031＋1,381 

＝100,729 

損益分岐点の計算式 

損益分岐点・・固定費÷限界利益率 

限界利益率  1－変動費率 

         変動費率   変動費÷売上高 

※当てはめてみましょう。 

変動費率・・ 100,729÷133,600＝0.7539 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限界利益率・・1-0.7539＝0.2461 

  年間損益分岐点・・ 31,670÷0.2461＝128,687 

  月間損益分岐点・・128,687÷12 ヶ月＝10,723 

 

結論・・当社は、月間10,723 千円の売上確保すれば、 

赤字にならない会社です。 

 

※しかし、会社は本当に損益分岐点をクリアしていれば、

存続できるのでしょうか？ 

 

ここで考えなければならないことが、費用にならないが

資金として支出する項目です。 

 

前頁の借入金返済額と積立部分の保険料です。 

 

費用処理できませんが、資金は会社から支出されてしま

います。 

 

次に、減価償却費ですが、この費用は資金の支出は、購

入した時点で価値の減少部分を費用に振替えているも

のであり、資金の支出はありません。 

 

※このような項目を調整して、年間の資金としてどれだ

け必要か、次ページで計算してみましょう。 

 

☆年間の要資金額を計算する。 

※※費用という概念ではなく、資金で考えます。 

固定資金・・固定費ー減価償却費＋借入金返済額 

＋保険料積立額 

31,670－2,400＋1,980＋600＝31,850 



変動費や損益分岐点の計算は、変わりませんので前頁

の数値を使います。 

 

固定資金を賄える売上高を確保しなければ、再び借入

れを実行することになります。 

 

固定資金を賄える限界利益を計上すれば、資金が行き

詰ることはありません。 

 

年間資金分岐点・・31,850÷0.2461＝129,418 

月間資金分岐点・・129,418÷12 ヶ月＝10,785 

 

結論・・当社は、月間 10,785 千円の売上確保すれば、資

金も順調に回ることとなります。   

 

総括・・会社の経営は、損益を追求することは、当然です

が資金繰りを考えずに運営すると借入金が増加

し、資金繰りに悪影響がでます。   

銀行借り入れは、月返済額が資金分岐を押し上

げることを考慮して計画的に実行しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［出席報告］ 

 

 

 

 

 

 

［スマイルボックス報告］ 

●長谷川良則会員 

 卓話を聞いていただき有り難うございます。 

●池田岩夫会員 

 めっきり秋らしくなりました。長谷川講師よろしく。 

●印田博秀会員 

 誕生祝・結婚祝をいただきまして、有り難うございまし

た。 

長谷川さん、本日は卓話有り難うございました。 

●井上 亮会員 

 誕生祝い、有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

［閉会点鐘］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員数 出席者数 MU 出席者数計 ％

本日 26 13 1 14 53.85%
前回修正 26 26 0 26 100.00%

前々回修正 26 11 3 14 53.85%

例会の出席は、ロータリアンに課せられた最
低の責任です。欠席の連絡は、必ずお願い
致します。

クラブ事務所　℡&Fax　　　0480-44-0056

広報委員会

金子　卓司　　大塚　　忠　　

本日の合計 ¥8,000
本年の合計 ¥74,000


